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ジオポリマー

人と地球の未来の為に

環境に優しいコンクリートのひび割れ補修
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環境に優しいコンクリートのひび割れ補修

ミクロカプセルGP工法

【2025 年 10 月改訂】

環境配慮型
ジオポリマー補修材

●本製品はセメントを使用せず、産業副産物
　（フライアッシュ、高炉スラグなど）を主要
　原料としたジオポリマー補修材です。
●産業副産物の有効活用により、資源循環と
　環境負荷の低減を実現。
●製造時の CO2排出量を大幅に削減（社内
　LCA評価による）

原材料構成の詳細は非公開ですが、ISO14021 に
準拠した社内基準に基づいて表示しています。
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GP工法低炭素型無機低圧注入工法

特長

● バネ（スプリング）による低い圧力でジオポリマー系無機注入材 GP-396を微細な

 ひびわれの深部・未端にまでゆるやかに注入し、ひびわれを無理に増加させない建物に優しい工法である。

● 従来のエポキシと比べて、乾燥面はもとより湿潤面などへの注入も可能である。

● GP-396 は発熱や引火性がないので、安全な注入剤である。

● GP-396 は低臭なので施工者に優しい注入剤である。

● 乾燥面でも水の先行注入を必要とせず注入可能。

● －５℃でも流動性があり、寒冷地や寒さが厳しい時期も使用可能。

● コンクリートを一体化し、耐久性を確保するので補強効果が高まる。

● 大規模な施工範囲でも少人数で同時注入ができ、施工結果が均一である。

● カプセルは透明性があり注入していく状況が目で確認できる。

● キャプコン内の注入液残量により、使用量が確認できる。

● 本体とキャプコンがセパレートになり本体は繰り返し

　 使用でき、消耗品はキャプコンと台座のみでエコで経済的。

● L 型ジョイント併用により狭い場所でも施工が可能。

● 水平・垂直・コーナー部にも取り付けられる。

● 注入時に万が一漏れても硬化するまでは水で洗い流す

　 ことができるので、現場を汚す事なく作業できる。

1 タイプ
低気温から高気温まで粘度変化が

小さいため 1タイプで施工が可能

乾湿不問
湿潤下地でも高い接着力があり、

乾燥下地でも通水を必要としない

安定施工
計量を必要としない小パッケージ

により現場管理が容易

微細充填
高い流動性により

微細なひび割れに充填

高安全
エポキシ系のように

大きな発熱や引火性が無い
通常タイプの特長 高安全

エポキシ系のように

大きな発熱や引火性が無い

低気温タイプの特長 低温施工
－５℃でも流動性があり

寒冷地や寒さが厳しい時期も

使用可能

低炭素
（環境）

産業副産物を利用した注入材で

環境負荷を低減
工期短縮

夏場でも十分な可使時間があり

ながら早い硬化で当日撤去も可能

エコ 注入器は繰り返し使用可

低臭
揮発性有機化合物（VOC) を

含みません

共通の特長
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ジオポリマー系無機注入材　GP-396

・　本製品は強いアルカリ性を呈し、皮膚や粘膜に刺激をしたり炎症を起こす恐れがあります。
・　取り扱い時には保護メガネ・手袋・マスクを着用してください。
・　皮膚についた場合はきれいな大量な水で洗い流してください。
・　目に入った場合はきれいな水で洗浄し、直ちに専門医の診察を受けてください。
・　５℃以上３５℃以下の環境下で使用してください。
　　なお、30℃以上の場合は可使時間が短かくなりますので注意してください。
・　上記数値は、社内実験室での試験結果であり、現場での数値を保証するものではありません。
・　商品改良のため、予告なく仕様の一部を変更する場合があります。

使用上の
注意

項目

圧縮強度（N ／㎟）

接着強度（N ／㎟）

対象温度範囲

可使時間
（目安）

固化時間
（目安）

対象クラック幅（㎜）

練上がり量（ｹｰｽ）

積算比重

荷姿

粘度（ｍPa・s）

２７.３

３５.５

乾燥面　３.２３

湿潤面　３.２６

５～３５℃

９０min

６０min

３０min

約３０h

約１２h

約６h

約４h

０.２～１.０

５.２３ℓ

１.７２

９㎏／ｹｰｽ

２００～７００

試験値など 備考

JIS A1171

建研式

試験方法

パウダー 1 ㎏ ×5 袋
混和液 0.8 ㎏ ×5 本

—

２８日

９１日

—

注入時気温

５℃

２０℃

３５℃

５℃

１０℃

２０℃

３５℃

—

—

—

項目 試験値など 備考 試験方法項目 試験値など 備考 試験方法項目 試験値など 備考 試験方法

項目

圧縮強度（N ／㎟）

接着強度（N ／㎟）

対象温度範囲

可使時間
（目安）

固化時間
（目安）

対象クラック幅（㎜）

練上がり量（ｹｰｽ）

積算比重

荷姿

粘度（ｍPa・s）

４０.８

４４.２

乾燥面　４.０１

湿潤面　２.５０

-５～１０℃

８０min

８０min

６０min

＜２６h

＜１３h

＜３.５h

０.２～１.０

５.４２ℓ

１.７５

９.５㎏／ｹｰｽ

６００～１２００

試験値など 備考

JIS A1171

建研式

試験方法

パウダー 1 ㎏ ×5 袋
混和液 0.9 ㎏ ×5 本

—

２８日

９１日

—

注入時気温

－５℃

０℃

１０℃

－５℃

０℃

１０℃

—

—

—

項目 試験値など 備考 試験方法項目 試験値など 備考 試験方法項目 試験値など 備考 試験方法

標
準
タ
イ
プ

低
気
温
タ
イ
プ

GP-396

GP-396W
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（1） 気温と材料の可使時間を確認する。

（2） 異物が混じらないように清潔な混練用の容器を用意する。

（3） 容器に混和液を先に入れた後、パウダーを入れて３０秒程そのまま置く。

（4） ４分以上ハンドミキサーを用いて均一に攪拌する。

（5） 容器の底の隅は混合しにくいので特に気を付ける。　　　　　　　　

（6） 攪拌中、容器への付着残等がないことを確認しながら十分に混錬する。

（7） キャプコンに注入剤を満杯に入れキャップをしっかり閉めた後、本体に取付ける。

ひび割れの上に注入器具を取り付ける際、その接着をよくするために、

ワイヤーブラシ及びサンダーなどを用いて、ひび割れに沿って５０㎜程度

ケレンする。

既存仕上げ材がある場合は除去することが原則であるが、既存仕上げ材が

健全であれば、仕上げ材を除去せずに下地処理を行い注入器具の取り付け

を行ってよい。

（GP-396）

冬期５℃域では、夜間の冷え込み等を考慮し、

撤去の際には、固化を十分確認してから撤去する

　　　　は強アルカリの為、作業時は保護メガネ・

手袋・マスクを着用する

GP-396

ミクロカプセルGP工法決定
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注入深度︓145ｍｍ 低圧により 0.05 ㎜にも充填されている

注入性比較動画

博物館 マンション -1

救急センター 配水場

マンション -2

学校 - 2橋梁 学校 - 1
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72注入量

335.4

注入量

注入量40　　　 30　　　 20　　   10　　   5　　0

68

4～5 250 ～200 ピッチ

出来るだけ低い圧力で、長時間かけて注入

する事が重要である。

GP

（通常タイプGP-396の場合）

、通常タイプのGP-396の場合
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ライセンス保持者が

現場を施工又は施工管理いたします。

ミ
ク
ロ
工
業
株
式
会
社

ミ
ク
ロ
太
郎

ミ
ク
ロ
太
郎

ミクロカプセルGP工法
施 工 管 理 技 士

全国ミクロカプセル工業会
JAPAN MICROCAPSULE INDUSTRIAL ASSOCIATION

所属会社　　ミクロ工業株式会社
生年月日　　19 * *年 * *月
有効期限　　20 * *年 * *月 * *日

上 記 の 者 は 特 別 研 修 を 修 了 し た こ と を 証 し ま す 。

氏名　　　　工 業  太 郎

会 長 ミクロ太郎

こうぎょう  たろう

ミクロカプセルGP工法　施工管理技士

ライセンスカード

受講修了証 ライセンス受講風景



全国ミクロカプセル
工業会

【2026 年 5 月改訂】

環境配慮型
ジオポリマー補修材

●本製品はセメントを使用せず、産業副産物
　（フライアッシュ、高炉スラグなど）を主要
　原料としたジオポリマー補修材です。
●産業副産物の有効活用により、資源循環と
　環境負荷の低減を実現。
●製造時の CO2排出量を大幅に削減（社内
　LCA評価による）

原材料構成の詳細は非公開ですが、ISO14021 に
準拠した社内基準に基づいて表示しています。


